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テ
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医
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な
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利
便
性
の
向
上
や
業
務
効

率
化
に
つ
な
が
る
と
国
が
旗

を
振
っ
て
き
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
。
そ
の
要
と
な
る
情

報
連
携
の
利
用
が
想
定
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
。
多
額

の
税
金
を
投
じ
て
き
た
一
方

で
、
国
は
費
用
対
効
果
を
十

分
に
検
証
し
な
い
ま
ま
で
あ

る
▼
21
年
３
月
の
衆
院
内
閣

委
員
会
で
、
当
時
首
相
だ
っ

た
菅
義
偉
氏
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
関
し
て
国
が
支

出
し
た
費
用
は
過
去
９
年
間

で
８
８
０
０
億
円
に
上
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
野
党

か
ら
「
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
悪
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
指
摘
さ
れ
る
と
、

菅
氏
は
こ
う
答
え
た
。「
確
か

に
悪
す
ぎ
る
」
▼
カ
ー
ド
の

交
付
が
16
年
に
始
ま
っ
て
以

降
、
発
行
枚
数
は
一
貫
し
て

低
調
だ
っ
た
。
国
が
て
こ
入

れ
策
の
柱
と
し
た
の
が
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
だ
。
第

１
弾
の
事
業
の
結
果
、
発
行

枚
数
は
急
上
昇
し
た
。
今
年

６
月
に
普
及
率
は
45
％
に
達

し
た
▼
第
２
弾
と
し
て
事
業

費
１
兆
８
０
０
０
億
円
が
21

年
度
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま

れ
た
。し
か
し
、国
の
想
定
を

達
成
す
る
に
は
あ
と
半
年
で

国
民
の
半
数
以
上
が
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

23
年
４
月
か
ら
の
導
入
を
原

則
義
務
化
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
、
保
険
証
の
原

則
廃
止
は
余
り
に
も
乱
暴
で

無
理
筋
で
は
な
い
か
。（
龍
）

安心して受けられる医療の実現を求め安心して受けられる医療の実現を求め

国際比較から見た
日本の社会保障の水準と
これからの課題

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座

資
産
運
用
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

資
産
運
用
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

ユーザーID ・・・ lifeplan22
パスワード ・・・ hoken0903
※本会HPからも視聴できます ➡

プロフィール
　佐久大学人間福祉部特任教授。専門は
社会保障論・国民生活研究。長野大学産
業社会学部教授、大正大学人間学部教
授、立命館大学教授を経て2021年より
現職。主な著書に『脱貧困
の社会保障』（旬報社、2012
年）、『ここまで進んだ！格
差と貧困』（共著、新日本出
版社、2016年）など

公開医政講演会

　
本
会
は
９
月
10
日
、
札
幌
大
通
公
園
で「
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
街
頭
宣
伝
行
動
を
実
施
し
た
。
街
行
く
道
民
か
ら
は
政
府
に
対

す
る
不
満
や
切
実
な
訴
え
が
聞
か
れ
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　

当
日
は
、
役
員
、
事
務
局

計
16
名
が
参
加
。
感
染
症
対

策
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
街

ゆ
く
道
民
一
人
ひ
と
り
に

「
医
療
改
悪
啓
発
」ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
政

府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
負
担

増
の
問
題
点
な
ど
を
訴
え
た
。

　

冒
頭
、
加
藤
会
長
は
10
月

か
ら
始
ま
る
高
齢
者
の
負
担

増
に
つ
い
て
「
世
代
間
の
負

担
を
公
平
に
す
る
名
目
で
導

入
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
役
世
代
へ

の
軽
減
効
果
は
わ
ず
か
月
約

30
円
で
、
何
ら
負
担
の
軽
減

に
寄
与
し
て
い
な
い
。
高
齢

者
の
負
担
の
み
が
大
幅
に
上

が
る
こ
と
に
な
る
」と
し
て
、

負
担
増
中
止
へ
の
取
り
組
み

を
呼
び
掛
け
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
が
交
代
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
受
診
抑
制
問
題
、

地
域
医
療
計
画
に
対
す
る
懸

念
、
積
極
的
勧
奨
と
な
っ
た

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
、
歯
科
医

療
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
訴
え
た
。

　

佐
久
間
理
事
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
受
診
抑
制
に
つ
い
て
、
必

要
な
受
診
を
控
え
る
と
最
適

な
治
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
説
明
。

「
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い

疾
患
も
あ
り
、
健
康
診
断
や

が
ん
検
診
な
ど
の
継
続
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

地
域
医
療
計
画
に
対
す
る

懸
念
と
し
て
伊
藤
政
策
部
長

は
、
財
源
あ
り
き
で
病
床
が

削
減
さ
れ
る
方
向
性
に
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
、
患
者
・
住

民
本
位
の
医
療
提
供
体
制
と

な
る
よ
う
行
政
側
が
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
訴
え
た
。

　

佐
々
木
広
報
部
長
は
、
今

年
４
月
か
ら
国
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
積
極

的
勧
奨
を
再
開
し
た
こ
と
を

述
べ
、
過
去
に
接
種
す
る
機

会
を
逃
し
た
女
性
も
原
則
無

料
で
接
種
で
き
る
「
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
制
度
」
を
紹

介
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

三
浦
歯
科
部
長
は
、
歯
科

用
貴
金
属
「
金
パ
ラ
」
の
高

騰
、
政
府
方
針
に
お
い
て
国

民
歯
科
健
診
、
市
場
価
格
に

左
右
さ
れ
な
い
歯
科
用
材
料

の
導
入
推
進
が
明
記
さ
れ
た

こ
と
な
ど
歯
科
を
と
り
ま
く

状
況
を
説
明
。
治
療
の
自
己

中
断
は
む
し
歯
や
歯
周
病
の

悪
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
、
切
れ
目
の
な
い
歯
科

健
診
を
通
し
て
健
康
的
な
生

活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
話
し

た
。

　

小
野
木
理
事
は
、
歯
科
医

院
の
感
染
対
策
状
況
に
つ
い

て
、
一
時
の
「
歯
科
治
療
は

感
染
の
危
険
性
が
高
い
」
と

い
っ
た
風
評
被
害
に
よ
り
受

診
控
え
が
起
き
て
い
る
が
、

実
際
は
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

は
少
な
く
、
歯
科
の
感
染
対

　

９
月
３
日
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
道
内
各
地
か
ら
51
名

が
参
加
し
た
。
講
師
に
日
本

証
券
業
協
会
の
金
融
・
証
券

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

金
子
賢
司
氏
を
迎
え
「
資
産

運
用
の
基
礎
知
識
〜
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
と
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
概
要
〜
」

策
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
歯
の

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

高
血
圧
や
糖
尿
病
等
の
生
活

習
慣
病
を
改
善
し
、
誤
嚥
性

肺
炎
の
予
防
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
受
診
を
呼

び
掛
け
た
。

　
立
ち
止
ま
る
道
民
か
ら
は
、

「
物
価
だ
け
で
な
く
医
療
費

が
上
が
っ
て
は
受
診
で
き
な

い
」「
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
」

等
、
不
満
と
不
安
に
満
ち
た

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

本
会
は
、
道
民
の
声
を
国

会
へ
届
け
る
と
と
も
に
国
民

皆
保
険
の
充
実
と
、
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現

を
求
め
て
活
動
を
継
続
す
る
。

街
宣
行
動

街
宣
行
動

で

札
幌
大
通

札
幌
大
通

日　時
　10月1日
形　式
　WEB開催
講　師
　 唐鎌　直義氏 
（佐久大学 特任教授）

参加費
　無料

　日本の社会保障給付費は先
進工業国６カ国中第２位です
が、それは日本の総人口がイギ
リス、フランスの約２倍、スウ
ェーデンの13倍もあるためで
す。国民１人当たり社会保障給
付費では６カ国中最下位。
　特に保健（医療）、障害・労災、
失業、就労支援、住宅の５分野
が断トツの最下位となってい
ます。児童、生活保護の２分野
は５位。
　今後、日本の社会保障を貧困
解決型に変えていくことが求
められています。

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
金
子
氏
は
資
産
運
用

を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
「
資

金
の
余
裕
」「
時
間
の
余
裕
」

「
心
の
余
裕
」の
３
つ
の
余
裕

を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
述
べ
、

投
資
は
当
面
使
う
予
定
が
な

い
お
金
で
行
う
こ
と
が
基
本

と
し
た
。
ま
た
、
投
資
は
必

ず
リ
ス
ク
が
伴
う
も
の
で
あ

る
が
「
長
期
・
積
立
・
分
散
」

投
資
を
心
が
け
て
投
資
を
行

え
ば
、
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
つ
い
て
も
解

説
。
特
に
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に

つ
い
て
は
非
課
税
期
間
終
了

間
近
と
な
っ
た
場
合
の
対
応

方
法
や
２
０
２
４
年
か
ら
始

ま
る
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
現
行
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
と
の
変
更
点
等
を
詳

説
し
た
。

　

最
後
に
金
子
氏
は
投
資
詐

欺
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い

「『
値
上
が
り
確
実
』『
あ
な
た

だ
け
特
別
』
等
の
甘
い
言
葉

で
勧
誘
す
る
金
融
商
品
に
は

要
注
意
。
金
融
商
品
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
正

し
い
金
融
商
品
の
知
識
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
講
演

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も

分
か
り
や
す
く
た
め
に
な
る

内
容
だ
っ
た
」
等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
大
変
好
評
で
あ

っ
た
。

　

な
お
、
本
講
座
は
本
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
右
記
の

期
間
限
定
で
録
画
配
信
も
行

う
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

講師の金子賢司氏

ライフプラン講座  期間限定録画配信
99月月2626日（月）日（月）12：00 12：00 ～～1010月月1111日（火）日（火）12：0012：009月26日（月）12：00 ～10月11日（火）12：00

▼  

啓
発
チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

▲   道民に呼び
かける
加藤会長

公開公開
期間期間
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医
療
Ｄ
Ｘ
が
急
速
に
進

行
し
て
い
る
。
政
府
が
閣

議
決
定
し
た「
骨
太
の
方
針

２
０
２
２
」に
、医
療
Ｄ
Ｘ

の
推
進
が
明
記
さ
れ
、
新

た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
。

　

患
者
の
薬
剤
情
報
や
健

診
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
的
に
は
他
の
医
療
機

関
で
の
診
療
情
報
な
ど
を

共
有
し
、
患
者
情
報
を
一

元
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、

医
療
の
質
の
向
上
や
効
率

化
を
図
る
と
い
う
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム（
オ
ン
資
）は
医

療
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
に
な
る
。

　

す
べ
て
の
医
療
機
関
が

オ
ン
資
を
導
入
・
運
用
し
、

す
べ
て
の
患
者
が
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

国
民
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

取
得
率
は
い
ま
だ
半
分
に

達
せ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
稼
働
率
は
２
割
弱

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
普
及
遅
れ
の
現
状

へ
の
焦
り
が
、
政
府
に
強

権
発
動
を
行
わ
せ
た
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
し
進
め
、

同
時
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

普
及
を
目
論
み
、
オ
ン
資

の
導
入
を
来
年
度
か
ら
義

務
化
し
た
う
え
、
将
来
的

に
保
険
証
も
廃
止
と
い
う

方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

オ
ン
資
は
導
入
時
の
初

期
費
用
の
補
助
が
あ
っ
て

も
、
導
入
後
の
シ
ス
テ
ム

の
維
持
・
管
理
に
伴
う
費

用
負
担
が
大
き
い
。ま
た
、

情
報
漏
洩
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
、
相
次
い

で
起
き
て
い
る
大
規
模
な

通
信
・
シ
ス
テ
ム
障
害
に

よ
る
リ
ス
ク
は
免
れ
な
い
。

さ
ら
に
は
、
シ
ス
テ
ム
回

り
の
動
作
の
支
障
や
、
保

険
者
に
よ
る
デ
ー
タ
更
新

の
遅
れ
、不
備
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
を

い
ま
だ
抱
え
て
お
り
、
情

報
管
理
に
対
す
る
不
安
が

払
拭
さ
れ
な
い
中
、
拙
速

に
義
務
化
を
迫
り
、
負
担

を
押
し
付
け
る
こ
と
は
不

条
理
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム

導
入
は
任
意
に
と
ど
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　

保
険
証
の
原
則
廃
止
は
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が
な
け
れ

ば
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き

な
い
状
況
に
国
民
を
追
い

込
み
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
へ
全
面
切
り

替
え
を
図
る
。マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
取
得
を
事
実
上
義
務

化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
に
つ
い
て
法
令

（
保
険
証
原
則
廃
止
）
で

強
制
し
て
進
め
れ
ば
よ
い

と
い
う
、
あ
ま
り
に
も
乱

暴
な
論
理
だ
。

　

本
会
は
、
来
年
度
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
導
入
義
務
化

と
そ
れ
に
続
く
保
険
証
の

原
則
廃
止
の
撤
回
に
向
け

て
取
り
組
み
を
強
め
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
義
務
化
撤
回
を

①医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来
　（次のいずれかに該当した入院の前後30日間の外来）
（例：がんの手術のために入院する患者が術前の説明･検査や術後のフォローアップを外来で受けた等）
・Ｋコード（手術）を算定
・Ｊコード（処置）のうちＤＰＣ入院で出来高算定できるもの（※１）を算定
※１：6000㎠以上の熱傷処置、慢性維持透析、体幹ギプス固定等、1000点以上のもの
・Ｌコード（麻酔）を算定
・ＤＰＣ算定病床の入院料区分
・短期滞在手術等基本料２、３を算定

②高額等の医療機器・設備を必要とする外来（次のいずれかに該当した外来）
・外来化学療法加算を算定
・外来放射線治療加算を算定
・短期滞在手術等基本料１を算定
・ Ｄコード（検査）、Ｅコード（画像診断）、Ｊコード（処置）のうち 
地域包括診療料において包括範囲外とされているもの（※２）を算定
※２：脳誘発電位検査、CT撮影等、550点以上のもの
・Ｋコード（手術）を算定 
・Ｎコード（病理）を算定

③特定の領域に特化した機能を有する外来（紹介患者に対する外来等）
　（次の外来の受診を、類型③に該当する ｢重点外来｣ を受診したものとする）
・ 診療情報提供料Ⅰを算定した30日以内に別の医療機関を受診した場合、 
当該「別の医療機関」の外来

外
来
機
能
報
告
制
度
と
紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関

外
来
機
能
報
告
制
度
と
紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関

外
来
機
能
の
分
化
を
促
進

外
来
機
能
の
分
化
を
促
進

解　説解　説
　
２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、
各
医
療
機
関
が
自
院
の
外

来
医
療
の
実
施
状
況
を
定
期
的
に
報
告
す
る
「
外
来
機

能
報
告
制
度
」
が
施
行
さ
れ
た
。
報
告
義
務
の
あ
る
医

療
機
関
は
10
〜
11
月
に
報
告
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
同
報
告
制
度
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
連
携
・
機

能
分
化
の
促
進
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
今
後
の
医
療

計
画
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
。

外
来
機
能
報
告
制
度
の

外
来
機
能
報
告
制
度
の

目
的
と
進
め
方

目
的
と
進
め
方

　

外
来
に
つ
い
て
は
、
患
者

が
医
療
機
関
を
選
択
す
る
際

に
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
な

い
実
態
と
、
一
部
の
大
病
院

に
外
来
患
者
が
集
中
す
る
こ

と
で
生
じ
る
負
担
が
課
題
と

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
解
決
に

は
、「
外
来
機
能
の
明
確
化
」

と
「
医
療
機
関
間
の
連
携
」

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
が
病

床
機
能
の
報
告
制
度
は
あ
る

も
の
の
、
外
来
機
能
の
報
告

制
度
が
無
い
状
態
だ
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
医
療

法
が
改
定
さ
れ
、
地
域
の
医

療
機
関
の
外
来
機
能
の
明
確

化
・
連
携
、デ
ー
タ
に
基
づ
く

議
論
を
地
域
で
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
、「
外
来
機
能
報
告

制
度
」が
創
設
さ
れ
た
。同
制

度
は
２
０
２
２
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
第
８
次

医
療
計
画
や
地
域
医
療
構
想

と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

外
来
機
能
報
告
の
ス
ケ

外
来
機
能
報
告
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
報
告
項
目

ジ
ュ
ー
ル
と
報
告
項
目

　

外
来
機
能
報
告
は
す
で
に

行
わ
れ
て
い
る
病
床
機
能
報

告
と
一
体
的
に
報
告
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
２
０
２
２
年

４
月
〜
９
月
に
か
け
て
対
象

医
療
機
関
の
抽
出
を
行
い
、

対
象
と
さ
れ
た
医
療
機
関
は

10
〜
11
月
に
報
告
を
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

報
告
す
る
項
目
と
し
て
、

以
下
も
の
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

①
医
療
資
源
を
重
点
的
に

活
用
す
る
外
来（
重
点
外
来
）

の
実
施
状
況（
概
要
と
詳
細
）　

　

②
「
医
療
資
源
重
点
的
外

来
」
と
な
る
意
向
の
有
無

　

③
地
域
の
外
来
機
能
の
明

確
化
・
連
携
に
必
要
な
事
項

（
重
点
外
来
以
外
の
外
来
・
在

宅
医
療
・
地
域
連
携
、
救
急

医
療
の
実
施
状
況
、紹
介
率
・

逆
紹
介
率
、外
来
人
材
配
置
、

高
額
医
療
機
器
保
有
状
況
）

等
　

①
と
②
で
示
し
た
「
医
療

資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る

外
来
（
重
点
外
来
）」
と
は
、

具
体
的
に
は
図
１
の
①
〜

③
を
指
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
③
の
機
能
で

あ
る
「
紹
介
を
基
本
と
す
る

外
来
」に
着
目
し
、新
設
さ
れ

た
類
型
が
、「
紹
介
受
診
重
点

医
療
機
関
」
図
２
で
あ
る
。

紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関

紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関

　
「
紹
介
受
診
重
点
医
療
機

関
」
は
原
則
、
紹
介
状
が
な

い
と
受
診
で
き
な
い
大
規
模

な
病
院
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
の
病
院
を
紹
介
受
診
重

点
病
院
と
し
て
指
定
す
る
か

は
、「
地
域
医
療
協
議
会
」
に

よ
る
協
議
で
医
療
機
関
の
意

向
、
デ
ー
タ
に
よ
る
基
準
、

紹
介
率
・
逆
紹
介
率
や
地
域

特
性
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
紹
介

受
診
重
点
病
院
に
な
る
か
は
、

最
終
的
に
各
病
院
の
手
上
げ

方
式
に
な
る
。

　

２
０
２
２
年
診
療
報
酬
改

定
に
お
い
て
、
紹
介
受
診
重

点
医
療
機
関
入
院
診
療
加
算

（
８
０
０
点
）が
入
院
基
本
料

等
加
算
と
し
て
新
設
さ
れ

た
。
患
者
に
と
っ
て
は
紹
介

な
し
で
受
診
し
た
と
き
の
負

担
が
増
え
る
た
め
、
患
者
の

理
解
を
促
進
す
る
よ
う
な
対

策
が
必
要
だ
と
い
う
指
摘
が

さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
医
療
に
慣
れ
た
国
民
か

ら
の
理
解
を
得
る
に
は
、
紹

介
受
診
重
点
医
療
機
関
制
度

の
内
容
と
と
も
に
、
自
院
が

そ
の
対
象
病
院
で
あ
る
こ
と

の
広
報
も
必
要
と
な
る
。

◇　

◇　

◇

　

も
と
も
と
の
外
来
機
能
報

告
の
目
的
で
あ
る
外
来
の
機

能
分
化
と
連
携
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
は
、
地
域
で
か
か

り
つ
け
医
機
能
を
担
う
外
来

の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
。
医

師
の
地
域
偏
在
な
ど
の
地
域

特
性
に
よ
る
課
題
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
と

い
う
視
点
も
踏
ま
え
、
国
と

し
て
ど
の
よ
う
に
有
効
な
対

策
を
打
ち
出
せ
る
か
、
ま
た

そ
れ
と
と
も
に
医
療
機
関
は

今
後
自
院
の
外
来
に
ど
の
よ

う
な
方
向
性
を
も
た
せ
る
の

か
、
地
域
の
他
医
療
機
関
と

の
連
携
の
な
か
で
考
え
る
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
動
向
に
注
視
が
必

要
だ
。

 図１  医療資源を重点的に活用する外来（重点外来）とは 出典：厚労省資料を紙面用に一部改変

 図２  紹介受診重点医療機関 出典：厚労省「令和4年3月版 外来機能報告制度について」

看護処遇改善疑義解釈看護処遇改善疑義解釈がが発出発出
届出は10月20日までに

　厚労省は9月5日、看護職員処遇改善に関する2022年度診療報酬
改定（10月分）の関係告示の公布に伴い、関連の疑義解釈などを発
出した。
　10月1日に算定が開始となる看護職員処遇改善評価料は、診療
報酬による看護職員の処遇改善を目的としたもの。入院基本料等
に、それぞれの医療機関の看護職員数と延べ入院患者数に応じて
1点～340点を上乗せできる。評価料による収入の全額について
は、医療機関が看護職員等の賃上げへの充当や、評価料による収入
の3分の2以上を看護職員等の賃金のベースアップに使用するこ
とが求められている。さらに、看護職員等の賃金改善額と評価料に
よる収入額を記載した計画書や実績報告書の提出が要件となって
いる。10月20日までに北海道厚生局に届出れば、10月1日からの算
定が遡及できる。
　詳しくは「看護職員処遇改善評価料の取扱いに関する疑義解釈
資料の送付について（その１）」をご確認いただきたい（本会ホーム
ページにも記載）。
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膀
胱
炎
は
女
性
に
よ
く
み

ら
れ
る
疾
患
で
、
泌
尿
器
科

外
来
で
も
遭
遇
す
る
機
会
の

多
い
疾
患
で
あ
る
。
排
尿
時

痛
、
残
尿
感
な
ど
膀
胱
炎
の

症
状
は
一
般
に
も
広
く
知
ら

れ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
も
自

分
で
膀
胱
炎
だ
ろ
う
と
思
っ

て
来
院
し
て
い
る
の
で
、「
膀

胱
炎
で
す
ね
」
と
診
断
す
る

と
「
や
っ
ぱ
り
！
」
と
い
う

顔
を
し
て
帰
っ
て
い
く
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
治
療
は
標

準
化
さ
れ
、
抗
菌
薬
を
３
〜

７
日
間
ほ
ど
服
用
す
れ
ば
症

状
は
消
失
し
治
療
は
終
了
と

な
る
。
自
分
も
膀
胱
炎
に
つ

い
て
は
十
分
に
知
識
を
得
た

つ
も
り
で
い
た
が
、
医
師
と

し
て
の
経
験
を
積
む
に
つ
れ

て
こ
の
膀
胱
炎
の
治
療
は
難

し
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

一
般
的
に
膀
胱
炎
は
検

尿
・
沈
査
に
て
膿
尿
、
細
菌

尿
を
認
め
、
膀
胱
炎
特
有
の

症
状
が
あ
れ
ば
膀
胱
炎
の
診

断
と
な
る
の
だ
が
、
そ
も
そ

も
外
来
で
行
う
検
尿
が
あ
て

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、

排
尿
時
痛
や
残
尿
感
は
あ
る

の
に
検
尿
の
異
常
を
認
め
な

い
患
者
さ
ん
が
い
る
。
検
尿

の
精
度
の
問
題
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
い
く
ら
調

べ
て
も
膿
尿
や
細
菌
尿
が
認

め
ら
れ
な
い
。
詳
し
く
患
者

さ
ん
の
話
を
聞
く
と
「
友
達

か
ら
お
薬
を
も
ら
っ
て
飲
ん

だ
」「
以
前
に
も
ら
っ
た
抗
菌

薬
を
飲
ん
で
か
ら
来
た
」
な

ど
と
す
で
に
抗
菌
薬
を
服
用

し
て
お
り
、
膿
尿
が
軽
減
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

逆
に
、
症
状
は
な
い
の
に

膿
尿
や
細
菌
尿
、
血
尿
を
認

め
る
患
者
さ
ん
も
い
る
。
高

齢
の
患
者
さ
ん
の
中
に
は
痛

み
に
対
す
る
閾
値
が
上
昇
し

て
い
る
た
め
か
、「
な
ん
か
変

な
感
じ
」
と
痛
み
と
し
て
訴

え
な
い
方
も
い
る
。
血
尿
は

尿
路
の
悪
性
疾
患
の
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
見
逃
し
て
は

い
け
な
い
症
状
で
も
あ
る
の

だ
が
、
膣
か
ら
の
分
泌
物
な

ど
が
尿
に
混
入
し
膀
胱
炎
で

は
な
い
の
に
膿
尿
や
血
尿
を

呈
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

た
い
て
い
の
患
者
さ
ん
は

「
膀
胱
炎
の
お
薬
が
出
さ
れ

て
終
わ
り
だ
ろ
う
」
と
予
想

し
て
い
る
の
で
、「
検
尿
は
異

常
が
な
い
の
で
抗
菌
薬
は
服

用
し
な
い
ほ
う
が
良
い
」「
悪

性
疾
患
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
検
査
を
追
加
し
た
ほ
う

膀
胱
炎
治
療
は
難
し
い

膀
胱
炎
治
療
は
難
し
い

苫
小
牧
支
部  

こ
う
よ
う
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

栗
村　
雄
一
郎

私
と
北
海
道

私
と
北
海
道

札
幌
支
部　
パ
ー
ク
歯
科
診
療
室

石
尾　
知
亮

が
良
い
」
と
指
示
す
る
の
は

非
常
に
心
苦
し
い
。
た
だ
、

そ
の
難
し
い
と
こ
ろ
を
的
確

に
診
断
す
る
の
が
泌
尿
器
科

医
の
腕
の
見
せ
所
と
思
っ
て

日
々
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
原
稿
を
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
、
札
幌
市

南
区
で
開
業
し
て
い
る
石
尾

知
亮
で
す
。
神
奈
川
県
出
身

で
、
北
大
の
34
期
に
な
り
ま

す
。
学
生
時
代
は
特
に
何
を

す
る
わ
け
で
も
な
く
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
た
り
、レ
コ
ー

ド
を
買
い
に
行
っ
て
好
き
な

音
楽
を
聴
い
た
り
、
の
ん
び

り
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

歯
科
医
師
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
大
き
く
性
格
が
変
わ

る
わ
け
も
な
く
、ご
縁
を
い
た

だ
い
て
こ
こ
札
幌
で
マ
イ
ペ

ー
ス
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
も
そ

も
北
大
に
進
学
し
た
理
由
が

特
に「
自
然
が
大
好
き
」だ
っ

た
り
、「
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
を
や
り
た
い
」と
い
っ

た
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
で
は

な
く「
な
ん
と
な
く
」と
い
う

理
由
だ
っ
た
の
で
、も
は
や
人

生
で
一
番
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
の
が
札
幌
で
あ
る
こ
と

に
自
分
で
も
驚
い
て
い
ま
す
。

　

長
く
住
ん
で
い
て
も
や
は

り
北
海
道
は
魅
力
的
な
土
地

で
、
私
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ア

な
人
間
で
も
時
に
ア
ウ
ト
ド

ア
を
し
た
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
昨
年
か
ら
子
供
と
山

に
行
く
た
め
に
18
年
ぶ
り
に

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
一
式
揃
え

ま
し
た
。
今
年
は
家
族
で
旭

岳
ス
キ
ー
場
に
行
く
こ
と
が

目
標
で
す
。
ま
た
、
趣
味
は

旅
行
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
状

況
下
で
な
か
な
か
出
か
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

休
日
に
は
「
道
の
駅
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
を
集
め
る
た
め

に
色
々
な
と
こ
ろ
に
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
今

ま
で
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
と
て
も
素
敵
な
街
を
沢
山

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
長
沼
町
と
東
川
町

が
好
き
で
、
何
度
も
足
を
運

ん
で
い
ま
す
。
地
方
都
市
で

新
し
く
事
業
を
始
め
る
若
い

世
代
の
方
が
増
え
て
き
て
い

て
、
自
然
の
多
い
環
境
で
楽

し
そ
う
に
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
の
が
印
象
的
で
す
。

　

私
が
学
生
や
研
修
医
で
あ

っ
た
頃
に
比
べ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ

り
、
大
都
市
と
地
方
都
市
と

の
情
報
格
差
な
ど
は
小
さ
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
新
し
い
働
き
方
や

情
報
の
取
捨
選
択
が
求
め
ら

れ
る
時
代
な
の
だ
な
と
日
頃

か
ら
思
い
ま
す
。
歯
科
医
師

と
し
て
、
親
と
し
て
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
が
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

『在宅医療点数の手引（2022年度版）』
B5版 約800ページ
会員特別価格 3,000円（税込･送料別）
同封のチラシもしくは本会ＨＰからご注文いただけ
ます。

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

【こんな時にお役に立ちます】
●サイバー攻撃を受け、医療機関の機能が停止してしまった
● ヒューマンエラーにより個人情報を紛失してしまった
※ 補償内容はプランによって異なります。詳細はパンフレット
にてご確認ください

情報漏えいやサイバー攻撃による事故により、
企業に生じた損害を補償する保険です

サイバープロテクターサイバープロテクター
（サイバー保険）（サイバー保険）

資料請求·お問合せ先
北海道保険医会 TEL 011-231-6281
取扱代理店　合同会社 保険医サポート北海道
引受保険会社　三井住友海上火災保険株式会社（ ）

◆ 予定利率は1.140％（2022年9月１日現在）
◆ 月払は1口１万円（最大30口まで）
◆ 一時払は１口 50万円～
◆ 加入５年以降なら何歳からでも
年金受給ができます（４種類から自由に選択）
◆掛金の中断・再開もできます
少しでも有利な資金活用先をお探しの先生へ

保険医年金
申 込 期 間 9 月 1 日～10月25日
責任開始日 2023年 1 月 1 日

大好評
受付中！

　

在
宅
医
療
に
か
か
わ
る
診

療
報
酬
は
、
対
象
患
者
や
要

件
な
ど
が
細
か
く
規
定
さ
れ
、

ま
た
介
護
保
険
と
の
給
付
調

整
な
ど
、
項
目
の
組
み
合
わ

せ
や
適
用
が
複
雑
で
す
。
本

書
は
、
難
解
な
在
宅
医
療
点

数
の
算
定
方
法
を
、
大
変
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
お
り
、

請
求
誤
り
や
請
求
漏
れ
を
防

ぐ
た
め
に
ご
活
用
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

巻
頭
に
は
初
学
者
向
け
の

巻
頭
に
は
初
学
者
向
け
の

「「
導
入
編

導
入
編
」」を
収
録

を
収
録

　

初
め
て
在
宅
医
療
に
取
り

組
む
方
の
た
め
に
、
在
宅
医

療
点
数
の
算
定
パ
タ
ー
ン
、

訪
問
診
療
と
往
診
の
違
い
、

同
一
建
物
と
同
一
患
家
の
取

り
扱
い
な
ど
、
在
宅
医
療
を

ナ
リ
ー
と
酒
蔵
を
巡
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
朝
里
に
あ
る

「
北
海
道
ワ
イ
ン
」
を
見
学
。

阿
部
氏
と
施
設
の
方
が
厳
選

し
た
５
種
類
の
ワ
イ
ン
が
用

意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
解
説
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
試
飲
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の

後
、昼
食
は
小
樽
に
移
動
し
、

「
ホ
テ
ル
ノ
ル
ド
小
樽
」に
て

地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
バ

イ
キ
ン
グ
料
理
と
10
種
類
の

小
樽
ワ
イ
ン
が
飲
み
放
題
の

ワ
イ
ン
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
堪
能

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
岩
見
沢
に

あ
る「
宝
水
ワ
イ
ナ
リ
ー
」に

向
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
映
画

「
ぶ
ど
う
の
な
み
だ
」の
ロ
ケ

地
に
も
な
っ
た
壮
大
な
ワ
イ

ン
畑
の
景
色
を
望
み
な
が
ら
、

用
意
さ
れ
た
ワ
イ
ン
を
試
飲

し
、
自
慢
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
を
楽
し
む
参
加
者
も
い
た
。

　

そ
の
後
、栗
山
に
あ
る「
小

林
酒
造
」
に
移
動
。
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
に
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
、
酒
蔵
で

酒
造
り
の
工
程
や
道
具
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
売
店
で
は
道
産
米
に
こ

『在宅医療点数の手引(医科)』『在宅医療点数の手引(医科)』
注文のご案内注文のご案内 ９月下旬 発刊!

行
う
上
で
押
さ
え
て
お
き
た

い
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

カ
ル
テ・レ
セ
プ
ト
の

カ
ル
テ・レ
セ
プ
ト
の

記
載
要
領
な
ど
を
１
箇
所
に

記
載
要
領
な
ど
を
１
箇
所
に

　

告
示
、
通
知
、
カ
ル
テ
・

レ
セ
プ
ト
の
記
載
要
領
な
ど

を
１
箇
所
に
ま
と
め
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
療
養
指
導
管
理
料
に
付

随
す
る
材
料
加
算
に
つ
い
て

は
、
各
指
導
管
理
料
の
解
説

に
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し

て
い
ま
す
。

豊
富
な
請
求
事
例
や

豊
富
な
請
求
事
例
や

図
表
等
を
掲
載

図
表
等
を
掲
載

　

算
定
イ
メ
ー
ジ
や
具
体
的

な
請
求
事
例
に
加
え
、
在
宅

医
療
と
介
護
報
酬
を
併
せ
て

請
求
す
る
場
合
の
レ
セ
プ
ト

事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　医療·介護·税金について負担
軽減の制度や利用方法など、患
者さん向けに各種軽減制度をわ
かりやすく解説したパンフレッ
トです。患者さんからも相談を
うけた際にも役立ちます。待合
室でご活用ください。

待合室でご活用ください！

知っトクパンフ2022年版

※ それ以上は1冊10円（送料実費負担）で販売いたします。 
北海道保険医会へご注文ください。

好評につき ー会員50冊まで無料(送料無料)となりました！

道
産
ワ
イ
ン

道
産
ワ
イ
ン
とと

日
本
酒

日
本
酒
をを
堪
能
堪
能

だ
わ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
５
種

類
の
お
酒
を
試
飲
し
、
沢
山

の
お
土
産
を
抱
え
て
帰
る
参

加
者
も
い
た
。

　

最
後
に
、長
沼
に
あ
る「
馬

追
蒸
留
所
」
に
向
か
い
、
ワ

イ
ン
の
製
造
工
程
に
つ
い
て

実
際
に
貯
蔵
所
内
に
入
っ
て

説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し

た
。
そ
の
後
、
石
狩
平
野
が

一
望
で
き
る
テ
ラ
ス
と
販
売

ス
ペ
ー
ス
で
自
慢
の
ワ
イ
ン

を
試
飲
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ソ
ム
リ

エ
や
施
設
の
方
の
貴
重
な
説

明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
や
試

飲
が
で
き
て
、
大
変
充
実
し

た
ツ
ア
ー
だ
っ
た
」「
天
気
も

良
く
、
点
在
す
る
施
設
を
た

く
さ
ん
見
学
で
き
て
、大
変
良

か
っ
た
」な
ど
、好
評
だ
っ
た
。

９
月
４
日
、
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
で
定
員
を
例
年
の
半
数

に
減
ら
し
て「
ワ
イ
ナ
リ
ー
・

酒
造
巡
り
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
、
14
医
療
機
関
、
23
名
が

参
加
し
た
。
前
回
に
引
き
続

き
、
ワ
イ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
北

海
道
代
表
で
シ
ニ
ア
ソ
ム
リ

エ
で
も
あ
る
阿
部
眞
久
氏
に

ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
ワ
イ

日帰り
バスツアー

ガイドの阿部眞久氏
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医
科
歯
科
連
携

理
事
会
だ
よ
り

■
第
４
回
理
事
会

日
時　

７
月
26
日
（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①
８
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会
の
企
画
・

講
師
謝
礼
に
つ
い
て

③
会
長
選
考
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て

④
住
友
林
業
（
株
）
と
合
同

会
社
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北

海
道
と
の
顧
客
紹
介
契
約

に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

■
第
５
回
理
事
会

日
時　

８
月
23
日
（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①
９
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②
保
団
連
「
医
師
の
働
き
方

改
革
」
に
関
す
る
病
院
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
の
お

願
い
に
つ
い
て

③
保
団
連
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
導
入
の
義
務
化
撤

回
等
を
求
め
る
会
員
署
名

の
取
り
組
み
等
の
お
願
い

に
つ
い
て
」

④
保
団
連
「
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
た
医
療
機
関
へ

の
財
政
措
置
の
要
請
・
取

り
組
み
に
つ
い
て

⑤
保
険
医
年
金
２
０
２
１
年

度
の
配
当
お
よ
び
２
０
２

２
年
度
適
用
利
率
等
に
つ

い
て

⑥
「『
保
険
医
厚
生
会
』準
備

会
（
仮
称
）
へ
の
参
加
呼

び
か
け
」
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

〈
７
月
〉

２
日　

歯
科
各
種
届
出
に
係

る
研
修
会

14
日　

保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

23
日　

開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー

26
日　

第
４
回
理
事
会

30
〜
31
日　

親
子
一
泊
キ
ャ

ン
プ
旅
行

〈
８
月
〉

23
日　

第
５
回
理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

　

超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、

患
者
の
平
均
年
齢
は
上
昇
し

て
い
る
。
ま
た
、
医
療
の
発

達
に
よ
り
ご
高
齢
の
患
者
さ

ん
も
様
々
な
手
術
を
受
け
る

機
会
が
増
加
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
私
は
４
年
前

か
ら
某
循
環
器
専
門
病
院
の

訪
問
歯
科
診
療
担
当
に
、
２

年
前
か
ら
某
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
の
訪
問
歯
科
診
療

担
当
に
な
っ
た
。

　

私
は
学
生
の
頃（
10
年
前
）

に
重
症
心
疾
患
患
者
の
抜
歯

は
禁
忌
で
心
臓
の
状
態
が
改

善
し
た
後
に
抜
歯
す
る
よ
う

学
ん
だ
が
、ActiveCardiac

Condition

（
重
症
の
心
疾

患
状
態
）
に
あ
る
入
院
患
者

の
心
臓
手
術
前
診
察
の
依
頼

を
受
け
、
感
染
源
除
去
目
的

に
術
前
に
抜
歯
を
行
う
機
会

が
増
加
し
た
。
高
齢
化
に
よ

り
患
者
の
平
均
年
齢
は
従
来

の
報
告
よ
り
軽
く
10
歳
ほ
ど

増
加
し
て
い
る
1)
、
2)
、
3)
。

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
経
カ
テ

ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
置
換
術
）

な
ど
医
療
技
術
の
発
達
に
よ

り
、
い
わ
ゆ
る
全
身
フ
レ
イ

ル
状
態
に
あ
っ
て
も
手
術
に

臨
む
患
者
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
に
実
感
し
て
い
る
。

　

私
は
学
生
の
頃
に
歯
科
医

師
が
扱
う
癌
は
口
腔
癌
の
み

で
、
大
学
病
院
の
口
腔
外
科

に
進
ん
だ
一
部
の
歯
科
医
師

の
み
が
扱
う
分
野
で
あ
る
と

勘
違
い
し
て
い
た
。
現
在
で

は
化
学
療
法
を
外
来
通
院
で

行
い
、
そ
の
合
間
に
歯
科
医

院
を
通
院
す
る
患
者
も
い
る

4)
。
が
ん
治
療
は
病
院
内
で

完
結
す
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
日
常
生
活
と
共
存
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
一
般
歯
科
医
院
に
も
通

院
す
る
患
者
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
心
疾
患
患
者
も
癌
患
者
も
、

病
気
と
共
存
し
な
が
ら
日
常

生
活
を
送
る
。
そ
の
患
者
た

ち
が
通
院
し
た
い
歯
科
医
院

は
遠
方
に
あ
る
が
ん
専
門
の

口
腔
外
科
で
は
な
く
、
通
い

慣
れ
た
近
隣
の
歯
科
医
院
だ

と
思
う
。
そ
う
思
う
か
ら
こ

そ
、
様
々
な
疾
患
を
抱
え
た

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
通
院

で
き
る
よ
う
に
自
身
の
知
識

も
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
。

（
大
岩
）

1)

Nakam
ura Y etal

、

２
０
１
１

2)

Sm
ith
M
M
etal

、

２
０
１
４

3)

大
岩
大
祐
ら
、２
０
１
９

4)

大
岩
大
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■ オンライン資格確認等システムを通じた情報活用に係る現行の評価の廃止
電子的保健医療情報活用加算
【医科・歯科】 マイナ保険証を利用する場合 

７点（初診）４点（再診） 
／ 利用しない場合３点（初診）

★初診時等における診療情報取得・活用体制の充実に係る評価の新設
　（2022年10月～）
（新）医療情報・システム基盤整備体制充実加算（届出不要）
１. 施設基準を満たす医療機関で初診を行った場合　　　　　　　　　４点
２. １であって、オンライン資格確認等により情報を取得等した場合　２点

＜医療機関に求められること＞

（※） この情報の取得・活用の具体的な方法として、上記にあわせて、初診時の問診票
の標準的項目を新たに定めること 
（様式54「初診時の標準的な問診票の項目等」を参照） 
URL：https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000985121.pdf

〈医療情報・システム基盤整備体制充実加算の取扱いに関する
 疑義解釈資料の送付について（その１）より抜粋〉
 　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算につ

いて、オンライン資格確認を導入し、運用開始日の登録を行った上で、実際
に運用を開始した日から算定可能となるのか。

　　　　 　そのとおり。

　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算につ
いて、オンライン資格確認等システムを通じて情報の取得を試みた結果、患
者の診療情報が存在していなかった場合の算定は、どのようにすればよいか。

　　　　　医療情報・システム基盤整備体制充実加算２を算定する。

　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算につ
いて、患者が診療情報の取得に同意しなかった場合の算定は、どのようにす
ればよいか。また、患者の個人番号カードが破損等により利用できない場合
や患者の個人番号カードの利用者証明用電子証明書が失効している場合の算
定は、どのようにすればよいか。

　　　　　いずれの場合も、医療情報・システム基盤整備体制充実加算１を算定する。

　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算につ
いて、施設基準を満たす医療機関の医師が情報通信機器を用いて初診を行う
場合や往診で初診を行う場合は算定できるか。

　　　　　算定できない。

　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算の施
設基準等において、「ホームページ等に掲示」することとされているが、具
体的にはどのようなことを指すのか。

　　　　 　例えば、①当該保険医療機関のホームページへの掲載②自治体、地域医師
会等のホームページ又は広報誌への掲載③医療機能情報提供制度等への掲載
等が該当する。

　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算につ
いて、別紙様式54を参考とした初診時問診票は、初診料を算定する初診に
おいて用いることでよいか。

　　　　 　よい。その他小児科外来診療料、外来リハビリテーション診療料、外来放
射線照射診療料、小児かかりつけ診療料及び外来腫瘍化学療法診療料を算定
する診療においても、医療情報・システム基盤整備体制充実加算を算定する
ときには、別紙様式54を参考とした初診時問診票を用いること。

　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算につ
いて、初診時問診票の項目について別紙様式54を参考とするとあるが、当
該様式と同一の表現であることが必要か。また、当該様式にない項目を問診
票に追加してもよいか。

　　　　 　別紙様式54は初診時の標準的な問診票（紙・タブレット等媒体を問わない。
以下「問診票」という）の項目等を定めたものであり、必ずしも当該様式と
同一の表現であることを要さず、同様の内容が問診票に含まれていればよい。
また、必要に応じて、当該様式にない項目を問診票に追加することも差し支
えない。なお、患者情報の取得の効率化の観点から、健康保険法第３条第13
項に規定する電子資格確認により情報を取得等した場合、当該方法で取得可
能な情報については問診票の記載・入力を求めない等の配慮を行うこと。

　　　　 　初診料の注15に規定する医療情報・システム基盤整備体制充実加算につ
いて、初診時問診票の項目について別紙様式54を参考とするとあるが、
2022年10月１日より新たな問診票を作成し使用する必要があるか。

　　　　 　必ずしも新たな問診票を作成することは要しないが、別紙様式54に示さ
れた問診票の項目等が、医療機関において既に使用している問診票に不足し
ている場合は、不足している内容について別紙として作成し、既に使用して
いる問診票とあわせて使用すること。
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2022年９月30日

廃止

　来年4月（2023年4月）からオンライン資格確認等システムの導入が原則、義
務化されることを踏まえ、初診料に新しい加算として「医療情報・システム基盤
整備体制充実加算」が創設され、10月から施行されます。新加算の実施に伴い、初・
再診料の「電子的保健医療情報活用加算」は廃止となります。
　今号では、10月から実施される診療報酬上の対応について解説いたしますので
ご確認ください。

［施設基準］
　次の事項を当該医療機関・薬局の見やすい場所及びホームページ等に掲示して
いること。
（対象はオンライン請求を行っている医療機関）
① 　オンライン資格確認を行う体制を有していること。
　　（厚労省ポータルサイトに運用開始日の登録を行うこと）
② 　患者に対して、薬剤情報、特定健診情報その他必要な情報を取得・活用（※）
して診療等を行うこと。

［算定要件］
○ 　上記の体制を有していることについて、掲示するとともに、必要に応じて患
者に対して説明すること（留意事項通知）。

WEB保険診療セミナー (医科)

個別指導の不安から解放されるために！個別指導の不安から解放されるために！
知っておくべき個別指導対策とは？知っておくべき個別指導対策とは？

　個別指導の実施通知が届いたが、どうして良いかわからない…
日頃から何を準備しておけばいいのか…など
　個別指導対策について保険医として理解しておくべきことを解
説します！

日　時：10月13日（木）18時30分～（所要時間120分程度）

会　場：Zoomウェビナーによるオンラインセミナー

講　師： 上原　哲朗氏（大阪府保険医協会事務局次長） 
（「保険医のための審査、指導、監査対策」編集担当者）

対　象：医科会員、会員所属の医療機関職員

締　切：10月６日(木)

申　込：QRコードからネットで申込ください

参加費：無料

10月から実施される
診療報酬上の対応


